1． 実験目的
比電粒子(電子)の磁界中における運動を理解する．ローレンツ力が運動方向に垂直に働き，円運動をすることを確認し,円の半径と電圧，電流の関係を調べる．
今回の実験は，加速電圧，コイル電流，電子の軌跡の半径を測定し，比電荷の値を求め,教科書の値と比較することである．電子の軌跡の半径の測定方法は，電子の軌跡の直径を直接測定し，÷２をする．すると半径を間接測定することが出来る．

加速電圧Vは電子の速度，コイル電流IはB（磁束密度）と対応している．
（１）の式を見れば加速電圧Vは電子の速度と対応しているということが分かる．
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また，（２）の式を見ればコイル電流IはB（磁束密度）と対応しているということが分かる．
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２．理論式
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3． 内容と方法
　電子の流れは,磁場によって曲げることが出来る．これを利用し比電荷を求めるのが今回の実験である．
実験1：加速電圧V を一定にした場合のコイル電流I と軌跡の半径rの関係
1）V を150～300[V] の一定値に固定し，電圧計を読む．
2）I に対する軌跡の直径を測定し半径ｒを求める．
3）I を変化させての測定を繰り返す．
実験2：コイル電流I を一定した場合の加速電圧V と軌跡の半径r の関係
1）I を一定値に固定し，電流計を読む．
2）V に対する軌跡の直径を測定し，半径r を求める．
3）V を変化させてのｒの測定を繰り返す．
実験3：軌跡の半径r を一定した場合の加速電圧V とコイル電流I との関係
1）一定値とする軌跡の半径r を設定する．
2）Vを変化させ，r が１）で設定した値になるようにI（またはV ）を調整する．
3）V とI の関係を記録する．
４．実験結果
別紙の比電荷の測定のプリントに記す．
５．誤差計算
別紙の比電荷の測定のプリントに記す．
６．グラフ
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図 1_ I – r 曲線
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図 2 _V – r 曲線
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図 3 _V - I 曲線
７．課題
８．考察
今回の実験の目的は，比電粒子(電荷)の磁界中における運動を理解することであった．またローレンツ力が運動方向に垂直に働き，円運動をすることを確認し,円の半径と電圧，電流の関係を調べ，比電荷の値を求め,教科書の値と比較することも目的の一つであった．
実験で電子の軌跡を観察すると円を描いていた．このことから比電粒子が円運動を行っていることを確認できた．
実験データからグラフを作成することによって，円の半径と電圧，電流の関係を理解することが出来た．電圧を一定にすると円の半径と電流は反比例し,電流を一定にすると円の半径と電圧は比例し,円の半径を一定にすると電流と電圧は比例するということを理解できた．
教科書の物理定数表では，電子の比電荷は[image: image9.png]1.758820174 x 10**



となっている．今回の実験の結果では(2.108±0.027)×1011となり，教科書の物理定数表の値より少し大きな値となった．今回出た誤差に一番影響した測定はrの測定と考えられる．なぜなら，ものさしでrを測定するため、信頼できる有効桁数が少ないうえに，目測なので誤差が出やすいと考えられる．
９．感想
　今回の実験は前回の実験よりスムーズに行えた．測定もうまく進み，ほとんどやり直すことはなかった．この実験を終え考えたことは,目盛をなるべく正確に読むことが大切であるということだ．ミスを減らすには,実験指導書をよく読み,集中して実験を行うことが大切だと実感した．
　荷電粒子の質量と電荷の比を求めるため，今回e/mを測定した．eとは荷電粒子の電荷であり，mは荷電粒子の質量である．
　eとmを独立に求めるには，ミリカンの実験を行えばよい．ミリカンの実験とは，電界中で帯電した霧状の油滴に働く電気力と重力の関係を測定し，個々の油滴に付着した電荷を調べるというものである．この実験ではeを求めることができ，そのeを使えばmを求めることが出来る．
この実験は装置の設置は簡単であった．しかし，ものさしを使ってrを測定することが多いので信頼できる桁が少ないので誤差が出やすいのではないかと考えた．なので，目盛をできるだけ正確に読むため目盛を見る角度などしっかりと注意する必要があると考えられる．
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